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地震発生時の初動マニュアル（学生用）（静岡地区） 

 

 

 

 

 

 

平成２６年３月 防災対策委員会 



 

 

地震発生時の初動マニュアル（全構成員共通） 

地  震  発  生 

（１）まず、身を守る！ 

机の下などへ 

（２）すばやく火の始末！ 

ガスの元栓、コンセント、実験器具 

（３）非常脱出口の確保！ 

ドアを開ける 

 

地震発生後 １～２分 

（１）火の元確認！ 

火が出たら、落ち着いて初期消火 

（２）同室員の安全を確認！ 

倒れた書庫等の下敷きになっていないかを確認、けが人の確認 

（３）作業中の実験器具等の停止！ 

地震発生後 ３分 

（１）隣接する部屋で助け合う！ 

他の部屋・教室等で倒れた書庫等の下敷きになっていないか確認 

（２）余震に注意！ 

建物の状況により、余震で崩壊する恐れのある場合は、部局指定の避難場所に避難 

静岡大学安否情報システムを利用した安否確認 

メール受信後、直ちに自分自身の安否情報を入力する 

静岡大学安否情報システムは、地震の際に、各人が携帯電話等により安否情報を登録することで、大学や保

護者の方等が安否を確認できるものです。（静岡県若しくは隣接県で震度５弱以上又は国内で震度７を観測

した地震等が発生した場合には、登録したアドレスに安否情報の入力を促すメールが自動配信されます。） 

以下、各自のマニュアルへ 



 

 

 地震発生 

共通の初動マニュアルで行動 

現在の 

居場所は？ 

震度６弱 

以上・未満

教員から 

避難の指示 

帰宅ができ

る・できない 

研究室と所属の実験室等の 

火元・薬品等をチェックする 

避難場所へ避難 

指導教員等の指示に従い 

学内の滞在可能施設に待機 

通常の 

生活 

自分の安否と避難先 

を連絡する 

友人の情報もわかれば併せて連絡

通常授業

に戻る 

大学から帰宅の許可が出た後、 

指導教員等の指示に従い、 

所属の学務（学生）係に帰宅（避

難）先を報告の上、帰宅する 

連絡先と違う所へ帰宅（避難）し

た場合は、その帰宅（避難）先を

改めて連絡する 

避難先にて待機 

（自宅学習） 

地震発生時の初動マニュアル（学生） 

避難先の変更、友人

の安否等、新たな情

報が入った時は改

めて連絡する 

所属の学務係 

（学生係） 

指導教員 

（又は所属学科の教員・

技術職員・友人等） 

必要に応じ 

直ちに避難開始 

学外 

できる 

なし 

未満 

学

内 

以

上

あ

る 

で

き

な

い 

静岡大学安否情報システムを利用した安否確認 

メール受信後、直ちに自分自身の安否情報を入力する

静岡大学安否情報システムは、地震の際に、各人が携帯電話等により安否

情報を登録することで、大学や保護者の方等が安否を確認できるもので

す。（静岡県若しくは隣接県で震度５弱以上又は国内で震度７を観測した

地震等が発生した場合には、登録したアドレスに安否情報の入力を促すメ

ールが自動配信されます。） 

※大学への連絡方法 

両方へ連絡 

安否情報システムを利用した安否情報の入力、 

メール、電話、ＦＡＸ、直接窓口へ行くなど 




